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子どもの探究的活動に基づく価値判断を目標とする社会科授業の改善
一 国立大学附属小学校 の社会科授業事例を手がかりにして －

The Improvement of Social Studies Instuction t ｈａt Aims at Nourishing Value Judgment

Based on Children･ ｓ Inquiry Activies

馬　 野　 範　 男

(大阪教育大学附属平野小学校教諭)

Ｉ。はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本小論は，「自ら学ぶ子どもの育成」を目指して実

1973年代以降，探究学習や発見学習と称されている　　 践を進めている国立大学附属小学校の最近の社会科授

学習活動（以下，これを探究的活動と呼ぶ）が重要視　　 業実践事例を子どもの探究的活動を視点として分析し，

されるようになってきた。「探究的活動は知識獲得の　　 特に価値判断を目標とする社会科学習における「探究

過程に児童・生徒が主体的に参加することによって，　　 的活動の構成」への具体的な示唆を得ようとするもの

探究力・科学概念・望ましい態度の形成をめざす活動　　 である。

である」
＜1＞
と指摘されている。従って，社会科にお

ける探究的活動は，子どもが主体的に学習活動に取り　　 ｎ．探究的活動に基づく小学校社会科授業 の類型化

組みながら，科学的な社会認識を培い，公民的資質を　　　 研究対象となりえた授業実践は，国立大学附属小学

養っていくことであると言える。　　　　　　　　　　　 校68校の1985年以降の研究紀要・研究会発表要項・指

しかし，形式的には探究的活動に基づく学習過程が　　 導案集及び単行本を通じて公表された社会科授業330

組織されていても，教師が次々に資料を提示し，子ど　　 実践355 授業であった。これらの社会科授業 は，社会

もにとっては受容的な学習活動となっている授業 も多　　 科の目標や単元の目標に向けて，教材・教具を媒介に

い。また，社会事象の事実をとらえることに重点が置　　 して，教師と子どもが社会事象の事実を探究していく

かれるあまり，公民的資質に深く関わる社会事象の価　　 活動であると考えられる。このような社会科授業にお

値を判断する授業が非常に少ないことも，現在の小学　　 ける子どもの探究的活動を解明するには，子どもがど

校社会科授業 の問題性として指摘できる。これは，社　　 のような社会事象を学習目標とし，どのような学習方

会科の授業に子どもの主体的な活動が十分組織されて　　 法で社会事象の事実をとらえているのかを分析してい

いないことと，社会事象の中には判断しにくい問題が　　 く必要がある。

あり，時間的な制約もあるために，社会事象に関する　　　 従って ，子どもの探究的な活動に基づいて授業構成

価値判断を目標とする授業が構成しにくいことに原因　　 を解明する場合，どのような学習目標を意図している

があると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　 のかという「探究的活動目標」と，どのような活動方

そこで，「探究的活動に子どもの主体的な活動をど　　 法によって社会事象の事実を把握しているのかという

う組み入 れるか」「社会事象の価値判断を目標とする　　 「探究的活動方法」が，基本的な類型の視点となる。

授業をどう構成するか」が，社会科の授業改善の課題　 （1） 小学校社会科授業における探究的活動目標の類型

となる。そのため，社会事象の価値判断を目標とする　　　 実践授業の目標を，「何をとらえようとしているの

授業において，これまでの学習活動を子どもの立場か　　 か」という探究的活動目標の視点から考察すると，

ら見直し，探究的活動 の構成手法を明らかにすること　　 『問題把握』「方法把握」「事実把握」「概念把握」

が必要であると考える。　　　　　　　　　　　　　　　 『価値判断』の五つに類型化することができる。

ところで，全国各地 の小学校において，子どもの主　　　 ①　問題把握

体的な学習活動を目指した実践的研究が進められてい　　　 目標としての『問題把握』とは，単元の導入にあた

るが，そのような小学校の一つに国立大学附属小学校　　 り，「ハウス裁培とは，どのような ものなのかな」

がある。全国に73校ある附属小学校の多 くは， 厂自ら　　 厂自動車は，どのようにし｡て作られるのだろう」とい

学ぶ子どもの育成」を指向し，探究的活動を基盤にし　　 うように，学習対象に関心をもったり，学習対象に対

て実践的研究を進めている。また，数多くの実践を継　　 する問題に気付いたりするものである。前者のように，

続的に研究要項や研究紀要に発表しており，資料も豊　　 学習対象についての関心を高めるr 学習関心』と，後

富である。このような国立大学附属小学校の実践事例　　 者 のように学習対象に対して明確な問題意識を もつ

を研究対象にすることは，「子どもが主体となる探究　　 『学習問題』に，この探究的活動目標に分けることが

的活動」を解明する上で有意義であると考える。　　　　 できる。
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②　方法把握

目標としての『方法把握』とは， 厂自分のパンフレッ

トを作ろう」「見学の観点を決めよう」 とい うよう

に，作業方法や学習方法をとらえようとするものであ

る。作業や表現の仕方を明確にする『作業 一表現』と，

学習活動の計画をたてる「計画立案」に，この探究的

活動目標は分けることができる。

③　事実把握

目標としての「事実把握」とは，「農家の人の工夫」

「お店や住宅 の多い地域」というように，社会事象の

事実面をとらえようとするものである。人間の行為内

容をとらえようとする『行為的事実把握』と，社会の

様子をとらえようとする『事象的事実把握』に，この

探究的活動目標は分けることができる。

④　概念把握

目標としての『概念把握』とは，「大きなおなべを

使っているわけj 「駅付近に，お店や住宅が集まって

いるわけ」というように，働く人の意図や社会事象の

因果関係をとらえようとするものである。前者のよう

な「行為理由に関する概念把 握」と ，後 者のような

『事象関係に関する概念把握』に，この探究的活動目

標は分けることができる。

⑤　価値判断

目標としての「価値判断」とは，［‾公害をなくすに

は，どうしたらよいか］「伝統的な工業の将来は，ど

うなるのだろう」というように，社会事象を判断した

り，未来を予測したりするものである。前者のように

人間の行為の善悪などを価値判断する『行為価値』と，

後者のように社会事象の真実性を価値判断する『事象

価値』に，探究的活動目標は分けることができるご2＞

（2） 小学校社会科授業 における探究的活動方法の類型

「社会事象の事実をどのようにしてとらえようとし

ているのか」という探究的活動方法の類型視点につい

ては，設定する学習問題を手がかりに，『問題設定活

動』『問題解決活動』『問題発展活動』という三つに

分けることができる。

①　問題設定活動

『問題設定活動』とは，学習問題を設定するための

学習活動である。そして，社会事象に対する学習活動

から，次のように類型化できる。

「事実受容型」…事実を受動的に受け入れることに

よって問題設定を図る。『事実比較型』…二つ以上の

社会事象を比較することによってその異同に気付き，

問題設定を図るｏ　r事実推量型』…一つの事実をもと

に，他の社会事象にあてはめる形で問題設定を図る。

「事実構成型」･･･事実を再構成することによってその

特徴に気付き，問題設定を図る。

－

②　問題解決活動

『問題解決活動』とは，学習問題を解決するための

学習活動である。そして，社会事象に対する学習活動

から，次のよ｡うに類型化できる。

『事実受容型』…事実を受動的に受け入れることに

よって問題解決を図る。『事実推量型』…一つの事実

をもとに，他の社会事象にあてはまる形で問題解決を

図る。r 事実構成型』…事実を再構成することによっ

て問題解決を図る。『事実検証型』…資料などを検証

的に調べることによって問題解決を図る。

③　問題発展活動

『問題発展活動』とは，学習問題の解決をふまえて，

学習内容をより発展させるための学習活動である。社

会事象の事実をもとに，予測する形で問題発展を図る

『事実推量型』と，社会事象の事実をもとに自分の考

えを絵や文などに表現することによって ，問題発展を

図る『事実構成型』に分けることができる。
＜ ３＞

以上述べてきた探究的活動目標や探究的活動方法に

ついて，探究的活動目標の類型枠を横軸に，探究的活

動方法の類型枠を縦軸にとり，収集した330実践355

授業を各々の類型枠に位置づけまとめたものが，表１

である。本小論では，表中に太線で示した価値判断を

目標とする探究的活動方法について，以下に述べるこ

とにする。

表１　子ども探究的活動に基づく社会科授業の類型
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（注）実震事例には、回覧凌ｔ四 四 にljたる夜業
事例もあるため、表のMI は３５５事例とはならない．

Ⅲ。価値判断を目標とする小学校社会科授業における

探究的活動方法

収集した小学校社会科授業事例のうち，価値判断を

目標とした授業事例は，行為価値判断が43事例，事象

価値判断が20事例，合計63事例あった。本項では，問

題設定活動と問題発展活動という探究的活動方法の類

型視点から，これらの授業事例を分析する。

26 －



（1） 価値判断を目標とする授業実践の問題設定活動　　　 くりの観点を明らかにしている。この観点 は，買い物

①　事実受容型問題設定活動による授業実践　　　　　 をする時のお店を選ぶ観点でもある。そして，各々の

事実受容による問題設定活動は，説明的事実受容型　　 お店の良いところが明らかになったところで，「どの

の実践が５年 厂わたしたちの生活と伝統的な工業」＜4
＞　
お店で買 ったらいいのだろう」という学習問題が設定

の１事例，意見的事実受容型の実践が２年「おみせや　　 されている。

さんごっこをしよう」〈5 ＞，4 年「火事をふせぐ」
＜6＞　　

本実践の目標はお店の工夫に気付くことにあるが，

の２事例，合計３事例見られた。ここでは，岐阜大附　　 探究的な活動の目標としては，お店やさんごっこを通

小の桝井義隆氏の４年「火事をふせぐ」を取り上げる　　 して，どこのお店の工夫がお店として価値があるのか

ことにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ということを考えているので，「個人的行為について

本実践の目標は，消火活動よりも防火活動がより重　　 の価値判断」に位置づけられている。また，学習問題

要であることがわかり，火事に対する安全 は自分たち　　 の設定にあたり，消費者の立場から各 グループのお店

一人ひとりの努力でかちとるべきものであることに気　　 の工夫などを聞き，各お店の工夫の価値へと意識が向

付くことである。そのために，岐阜市の本部・署の見　　 いている。従って，探究的活動方法は，各お店 の工夫

学や水利調査など，消火・防火のための施設や設備に　　 の「相違的事実比較による問題設定活動」に位置づけ

ついての既習事項を復習し，その充実度についての感　　 ることができる。

想を話し合っている。具体的には，「大丈夫だ」 厂ま　　　 本実践では，お店作りの工夫点を紹介し合うことに

だ不十分なこともあるぞ」といった意見を交換するこ　　 よって，お店の特徴と共に，子ども達は良いお店を見

とによって，「本当に大丈夫なのか」という学習問題　　 分ける観点に気付いている。また，お店の工夫点を話

を設定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し合うことによって，「どのお店が，一番工夫してい

従って，岐阜市の消防体制という集団的な行為に対　　 るかな」というように，お客の立場へと自然に子ども

する価値を判断していることから，探究的活動目標は　　 逹の意識が移行していくと考えられる。そのようなお

「集団的行為についての価値判断」に位置づけること　　店やさんごっこの活動構成は，判断する対象や観点を

ができる。また，消防体制についての既習事項を話し　　 明確にし，自然な形で問題設定を図る上で ，有効な手

合い，火事を防ぐために施設・設備についての充実度　　 法であると言える。

を話し合うことによって，学習間題を設定している。　　　 ③　事実推量型問題設定活動による授業実践

これは，子どもの意見として述べられた事実をもとに　　　 事実推量型問題設定活動による授業実践は，１年

学習問題を設定しているということで，探究的活動方　　 「たいせつなみず」〈9 ＞，4 年 厂人々のくらしをよく

法は「意見的事実受容による問題設定活動」と位置づ　　 するために」≪10≫，5 年「私たちの食生活と食料問題」

けることができる。　　　　　　　　　　　　　　｡　　　<n> 年「戦国武将の思い」<12> など，合計13 事例

本実践では，既習事項を発表し合い，消防署の施設　　 見られた。ここでは，群馬大附小の６年 厂日本と関係

・設備を意識化することによって，判断する対象を明　　 の深い国々」＜13＞を紹介する。

確にしている。これは，学習活動としては受動的であ　　　 本実践は，日本との貿易によって外国で問題が起き

るが，判断対象を明確にする手法の一つであると言え　　 ていることに気付き，「安定した貿易が行われるため

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 には，どのようなことが大切か」という学習問題を設

②　事実比較型問題設定活動による授業実践　　　　　 定することが目標である。そのために，タイの日本製

価値判断を目標とする授業実践の中で，事実比較型　　 品不買運動を伝える新聞記事や，アメリカでの日本車

問題設定活動の事例は，相違的事実比較による２年　　 破壊を伝える写真資料によって，代表的な貿易問題の

「二十日大根をつくろう」<7> 年「おみせやさん　　 実態をとらえている。そして，日本が貿易なくして,は

ごっこをしよう」
＜8＞
など，３事例あった。どれも共　　 成り立たないことから，「どうすればよいのか」とい

通した手法で問題設定しているが，ここでは，富山大　　 う学習問題を設定している。･

附小，斉藤昭氏の２年「おみせやさんごっこをしよう」　　　 従って，日本の貿易の在り方を考えることを目標と

を取り上げることにする。　　　　　　　　　　　　　　 しているので ，探究的活動目標は「集団的行為にっい

本実践は，店の人たちが品物をたくさん売るために，　　ての価値判断」と位置づけることができる。また，夕

いろいろな工夫をしていることに気付くことができる　　 イとアメリカにおける代表的な貿易問題を関連づける

ように，お店やさんごっこをすることを目標としてい　　 ことによって問題の大きさを知り，「どうすればよい

る。そのために，グループごとに自分達のお店 の良 い　　 か」という学習問題を設定している。このことから，

ところを紹介し合い，見やすさ，美しさなどのお店づ　　 探究的活動方法は 厂関連的事実推量型による問題設定

－27 －



活動」と位置づけられるＯ

本実践では，タイとアメリカにおける貿易摩擦の実

態を意識化することによって，子ども達は危機感をも

ち， 厂どうすればよいか」という学習問題を設定して

いる。これは，価値判断を目標とする問題点設定活動

の有効な手法の一つであると言える。

④　事実構成型問題設定活動による授業実践

事実構成型問題設定活動に該当する授業実践は，福

岡教育大久留米小の２年 匚ゆうびんのしごとをする人

びと」<M> が１事例見られた。本項では，この２年

厂ゆうびんのしごとをする人びと」を紹介する。

本実践は，配達ごっこの活動を通して，郵便配達の

工夫に気付くことを目標としている。そのために，前

回の配達ごっこの様子を地図上で話し合い，配達の仕

方の問題点を明らかにしている。この問題点に着目す

ることで，「もっとうまく配達するには，どうすれば

よいか」という学習問題を設定している。

従って，郵便配達という「集団的行為に対する価値

判断」が，探究的活動目標であると言える。また，前

回の配達ごっこの様子を地図上で確認し，問題点を意

識することによって，「今度はもっと～しよう」といっ

た学習活動の方向を見つけているので，探究的活動方

法は，「視覚的事実構成による問題設定活動」と位置

づけることができる。

本実践では，前時の活動内容を地図上で視覚的に確

認することによってその問題点 に気付き，「どうすれ

ばよいか」という学習問題を設定している。このよう

に活動内容を視覚化することは，問題点を明らかにし，

価値判断を促す問題を設定する手法の一つである。

これまで見てきたように，価値判断における問題設

定活動には，事実受容型・事実比較型・事実関連型・

事実構成型があった。しかし，価値判断を目標とす る

探究的活動は，概念把握を目標とする学習活動などの

後 ，「幕府のとろうとした政策をどう思いますか」

と発問され，話し合っていくというように，つけたし

のような形で行われ，問題設定活動というものがない

実践も多かった。

価値判断における問題を，子どもの主体的な学習活

動によって設定するためには，子どもが自然と「どち

らがよいのか」 厂どうすればうまくいくのか」という

意識をも｡ち，社会事象に主体的に関わっていけるよう

な活動を構成する必要がある。そのための有効な問題

設定活動として ，次の二点を上げることができる。

第一点 は，判断する対象や視点を明確にすることに

よって，問題設定を図ることである。

事実比較型の問題設定活動として紹介した２年「お

みせやさんごっこをしよう」＜16≫では，グループごと

に売る工夫をしたお店を紹介し合い，「どのお店で買

ったらいいだろう」という学習問題を設定していた。

これは，自分達自身もお店の工夫を考えてお店作りを

しているので，他のグループのお店の工夫点の紹介を

聞く時も，品物の見やすさ・清潔さといったお客さん

へのサービスという視点から， 厂どんな工夫をしてい

るのかな」「どこのお店が一番いいかな」と，各々の

お店を見ている。そのため，「どのお店で買ったらい

いだろう」という学習問題を設定することは，子ども

の意識の中に，自然な形で位置づいていくと考えられ

る。。

同じような手法による実践は，「どの八百屋で，二

十日大根を買いますか」＜17＞や，「井戸と水道では，

どちらがいいだろう」＜18≫が見られた。

第二点は，社会事象の問題点を明確にすることによっ

て，問題設定を図ることである。

関連的事実推量型の問題設定活動として紹介した５

年「日本と関係が深い国々」＜19≫ の実践では，タイと

アメリカにおける代表的な対日貿易の問題点をとらえ，

「安定した貿易が行われるためには，どのようなこと

が大切なのだろう」という問題を設定していた。これ

は，タイにおける日本製品不買運動やアメリカにおけ

る日本車破壊の様子など，貿易摩擦の実態を明らかに

することによって，「このままではだめだ。どうした

らよいのだろう」というような貿易問題についての危

機感が高まり，学習問題の設定へとつながっている。

このように，社会事象の問題点が明確となり，危機

感が高まると，その対策に関する学習問題が，自然な

形で設定されていくと考えられる。同様の手法による

問題設定活動には，「飛行機の騒音公害を防ぐために

は，　どうすればいいのだろう」＜20≫や「ベーリング海

での漁業は，どうしていったらよいだろう」
＜21＞
など

７事例見られた。

・以上の事を整理すると，価値判断を目標とする問題

設定活動における改善の視点 は，次のように考えられ

る。

Ａ．判断する対象や視点を明確にすることによっ

て，学習問題の設定を図る。

Ｂ．社会事象の問題点を明確にし，危機感をもつ

ことによって，学習問題の設定を図る。

（2） 価値判断を目標とする授業実践の問題発展活動

①　事実推量型問題発展活動による授業実践

事実推量型問題発展活動には，５年「これからの日

本の工業」<22> や６年「わたしたちの願いと政治」＜23）

など，部分的事実推量型 の実践が７事例，３年「岬町

のくらし」＜24＞や５年「わたしたちの生活と農業」〈25＞

など，関連的事実推量型の実践が，28事例見られた。
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本項では，関連的事実推量型から岩手大附小の大橋文

四郎氏の実践 ，５年 厂わたしたちの生活と農業」を紹

介する。

本実践は，米の輸入自由化の問題について話し合い，

日本の米づくりの課題をとらえることを目標としてい

る。そのために， 厂米が輸入されるようになったら，

どうなるだろうか」という学習問題を設定し，日米 の

米価の比較や日本の食管制度などの事実をもとに，米

の自由化後の米作り農家の様子を話し合っている。

従って，米の自由化が及ぼす米作り農家への影響を

考えていることから，本実践の探究的活動 目標 は，

「‾集団的行為についての価値判断」と位置づけること

ができる。また，アメリカ米の輸入自由化によるわが

国の農家への影響を，日米の米 の値段・わが国の食管

制度・稲作農家の人の話を関連づけながら推量しよう

としている。ゆえに，探究的活動方法は 匚関係的事実

推量による問題発展活動」に位置づけることができる。

本実践では，米の輸入自由化の問題について，日米

の米の値段・わが国の食管制度・稲作農家の人の話な

どの具体的な資料に基づいて判断する構成となってい

る。このように，具体的な判断材料から価値を話し合っ

ていくことは，子どもが主体となる価値判断を構成し

ていく上で有効な手法の一つであると言える。

②　事実構成型問題発展活動による授業実践

事実構成による問題発展活動には，２年「ゆうびん

のしごとをする大びと」く26＞や２年「ゆうびんのしご

とをする大びと」<27> などの視覚的事実構成型の事例

が６事例，４年「‾きれいな地蔵川」〈28〉や４年 匚人々

のくらしをよくするために」<29> の総合的事実構成型

の２事例見られた。

本項では，総合的事実構成型から岡山大附小の浅井

宏史氏 の実践４年「きれいな地蔵川」を紹介する。

本実践は，地蔵川をきれいにするためには，市役所

の力による下水道工事が必要なことに気付き，自分の

計画書を修正する観点を見つけることを目標としてい

る。そのために，前時に自分の地蔵川浄化計画書を作

成しておき，本時はその計画書の内容を発表し合って

いる。そして，浄化するための方策が，家庭でできる

こと，地域でできること，市全体でないとできないこ

とがあることに気付き，あらためて市を中心にした浄

化計画を考えていくような構成となっている。

従って，探究的活動目標は，市役所の働きという

匚集団的行為についての価値判断」であると言える。

また，上記 の目標を達成するために，自分なりに作成

してきた地蔵川浄化の計画書を発表し合っている。ゆ

えに，探究的活動方法は 厂総合的事実構成による問題

発展活動」であると，位置づけることができる。

－

本実践では，子ども自身が地蔵川浄化の計画書を作

成する構成になっているため，子どもが主体となった

学習活動が展開されている。 このように「自分だった

らどうするのか」という形で社会事象を判断する場を

設定することは，子どもが主体となる探究的活動方法

として有効であると言える。

これまで見てきたように，価値判断における問題発

展活動 には，事実推量型と事実構成型があった。しか

し ，「平地と海辺と山とで は，どこが一番土地利用し

ているだろう」＜30＞といった客観的に判断できない問

題を設定し，公民的資質の育成につながりにくい形で

社会事象の価値を判断している実践も数事例見られた。

価値判断を目標とする授業において，子どもが主体

となる問題発展活動を指向する場合，教師の価値観で

方向づけたり，全くの子どもの主観的判断で終わるの

ではなく，子どもの主体的・客観的な価値判断の場が

構成されていることがポイントとなる。このような問

題発展活動を構成するための手法として，次の二点を

上げることができた。

第一点 は，適切な社会事象を学習し，その価値を判

断することによって，問題の発展を図ることである。

関連的事実推量型問題発展活動として紹介した５年

「わたしたちの生活と農業」＜31＞の実践 は，「米が輸

入されるとどうなるか」という学習問題に対して，消

費者と生産者の二つの立場から話し合った後 ，日米の

米価の比較や食管制度についての補説などを行い，話

し合いの結果について客観性をもたせていた。他にも，

関連的事実推量型問題発展活動としては，「手すき和

紙 の将来を判断するための機械すきと近代的工業 の様

子」＜32
＞
や「自分が将来住みたい土地を判断するため

の過疎と過密の写真」<33> など，11事例見られた。

このように，単なる予想や願いの発表会に終わるの

で はなく，判断の根拠となる事実を もとに，価値判断

していく場の構成が，科学的な社会認識に立った公民

的資質の育成を指向する上で重要であると考える。そ

のためには，問題を価値判断するにあたって，判断の

材料となる適切な資料（事実）が必要であり，その根

拠に基づいて話｡し合いをさせることが大切である。

第二点は，自分が主体となって判断することによっ

て，問題発展を図ることである。

総合的事実構成型の問題発展活動として，紹介した

４年「きれいな地蔵川」＜34＞は，地蔵川浄化のための

計画書を各自作成し， 厂どうすれば地蔵川をきれいに

することができるか」を話し合っていた。 これは，

厂現在 の地蔵川をどう思うか」というように，社会事

象を傍観者的に眺めているのではなく，より能動的に

社会事象に関わっていると言える。このように，社会
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事象を傍観者的に眺めさせるのではなく，「自分だっ

たら，どうするのか」というように，社会事象に能動

的に関わることができる方が，子どもが主体となる探

究的活動であると考える。　　　　　　　　　　　
〈35＞

の社会科授業事例を手がかりにしてー』1989年度

兵庫教育大学修士論文。＜２＞はpp.4  -  7に，

＜３＞はpp. 8 －14に詳説している。

<  4 ><32> 福井大附小『研究会要項』1988年, pp.1

そのためには,「どのお店で買ったらいいだろう」　　　　　6 －17
<36>

や,「よりよい市民会館にするための計画案を作ろう」　　 ＜5 ＞＜8 ＞＜16 ＞＜35＞富山大附小『研究会要項』

というように，子どもが主体となってお店を選択した

り，市民会館改善計画案を作ったりできるような問題

を設定することが有効であると考える。

以上のことをまとめると，価値判断を目標とする問

題発展活動の改善の視点は，次のように考えられるＯ

Ａ．具体的な判断材料を学習し，その価値を判断

することによって，問題の発展を図る。

Ｂ．自分が主体となって判断することによって，

問題の発展を図る。

Ⅳ。おわりに

本小論では， 匚一人ひとりの子どもが生きる学習」

を目指して，実践を進めている国立大学附属小学校の

最近の社会科授業実践事例について，子どもの探究的

活動を視点として分析し，特に価値判断を目標とする

小学校社会科授業における探究的活動方法を明らかに

してきた。これは，公民的資質の育成につながる価値

判断を目標とする小学校社会科授業において，「子ど

もが主体となる探究的活動」の構成方法に，具体的な

示唆を与えるものと言える。なお，実際の社会科授業

は，本小論で示した「価値判断を目標とする探究的活

動」以外の探究的活動も駆使され構成されているが，

詳しくは他の拙稿
＜37＞
に譲りたい。

今後は，本小論の成果を授業実践に取り入れ，実践

によって検証・修正していくことが課題となる。しか

し，本小論で明らかになった授業改善への示唆は，ま

だまだ氷山の一角に過ぎない。従って，本小論の成果

の活用を図るだけではなく，実践的・創造的に，新た

な探究的活動の手法や授業改善への示唆を探究し続け

ていきたいと考えている。
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